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◎齢

新
採
用
　
　
（
順
不
同
・
写
真
上
か
ら
）
　
昇
格

▽
滝
沢
　
淳
子
（
保
母
）
　
　
　
　
　
▽
住
民
課
長
・
相
沢
正
常
（
前
教
育

　
　
　
　
　
　
（
53
・
1
0
・
1
付
採
用
）
　
　
　
　
　
委
員
会
庶
務
係
長
）

▽
小
野
塚
順
子
（
保
健
婦
）
　
　
　
　
退
職
　
（
3
・
31
付
）

▽
江
口
　
良
子
（
　
〃
　
）
　
　
　
　
▽
高
橋
　
慶
春
（
前
住
民
課
長
）

▽
村
山
　
洋
子
（
用
務
員
）

職

員

の

里
ノ、

動

（
4
月
1
日
付
）

　私たちが「税金を納める」と
いうことは、この世に生きてい
くための「会費を払う」という
ことかもしれません。

　国県はじめ町では頂いた会費
を元手に色々な仕事を行ってい
ます。54年度一般会計予算に
占める町税は5％、1億円を突
破しました。

　これは私たち1人当り1．84
0円ほどになります。過疎が進
む中で、色々な仕事が増える一
方の昨今です。

　立木を伐採　私たちの周囲は
　　　　　　見渡す限り「緑
の楽園」です。この中に育った
杉はじめ数々の雑木は、土地の
価値とは別になっています。
　そこで立木を伐採すると「木」

の価値による会費を払うことに
なります。これを払う人は売っ
た場合、自分で使った場合それ
ぞれ異なります。

①売った場合……買った人が
売った人を介して払って頂きま　1
す。

②自分で使った場合……使っ
た人から払って頂きます。
これを「木材引取税」といいます。

　山林所得　このほか、伐採さ
　　　　　れた人は、　「山林
所得」としてその人の所得に含
まれます。

　①売った場合……販売価格一
A一山林取得
②自分で使った場合……材木

の見積り価格一A一山林所得
　※Aは控除額で、今年の場合
50万円となります。

　入浴の会費　　「町内温泉郷」

　　　　　　と町の発展をど
う結びつけていくべきか、読者
のみなさんと一諸に考えてみた
いと思います。この場合も会費
が必要なんです。湯元の維持、

入浴者へのサービス、まわりの
美化、防災施設などまだまだ整
備しなければなりません。
　その会費としてお1人様旅館
で宿泊、日帰りの中で入浴され
ましたら「100円」出し合っ
て下さい。但し12才未満のお
子さんは結構です。

　昨1年間で547万円もの会
費が集りました。

税

の

知

識

循環器検診が

あります

1〉と　　き　6月26日から

　　　　　　　　28日まで

〉ところ　自然休養村

　　　　　　　　センター

〉ないよう

團年令40才～64才の方

囹高血圧による諸症状のある方

〉くわしくは・・

役場保健衛生係

君3131へ

自家用乗用車

　1，000cc以下・一・25，500円
　1，500cc以下・一・30，000円
　1，500cc以上・一・34，500円
自家用貨物車

　1トン　　以下・・　　7，000円

　4トン～5トンー　・22，000円

樋涌南
口井雲

妙
子
（
坂
中
・
敏
雄
の
二
女

政
人
（
五
＋
子
平
・
政
司
の
長
男

正
樹
（
兎
口
・
洋
一
の
長
男

本
山
　
政
司
（
湯
本
・
玉
川
屋

小
野
島
福
美
（
松
代
町
）

高
沢
誠
一
（
湯
本
・
五
枚
田

関
谷
　
節
子
（
松
代
町
）

　
　
お
く
や
み

大
見
　
ス
ガ
㈲
（
下
蝦
池
・
堂
の
下
）

石
塚
　
一
松
㈱
（
新
田
・
と
な
り
）

高
橋
　
ヨ
キ
㈱
（
天
水
島
・
角
院
）

和
久
井
キ
ヨ
㈹
（
水
梨
・
ね
ん
ね
木
田
）

村
山
　
富
治
㈹
（
坪
野
・
常
盤
屋
）

保
坂
　
ウ
メ
働
（
松
之
山
・
伍
前
）

　
　
う
　
　
ぶ
　
　
声

高
橋
　
千
春
（
里
倉
・
俊
夫
の
二
男

小
野
塚
　
瞳
（
湯
本
・
修
の
二
女
）

佐
藤
　
一
登
（
天
水
越
・
高
一
の
長
男

〃
　
美
樹
（
上
の
中
繁
の
二
女
）

高
橋
　
俊
理
（
天
水
島
・
直
栄
の
二
男

飯
塚
　
香
織
（
中
立
中
哲
郎
の
二
女

小
野
塚
千
裕
（
湯
本
・
明
の
二
女
）

　
　
新
　
婚
　
さ
　
ん

ー
ト
民
1
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o
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属
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　昭和45年度を100％として、ことしはこれ

だけ伸びたことになります。

（）内は、ことしの構成比です。

申イ
び
具
合

1灘繍驚擁．醐鍵

嬬識鎌鷺。鶏鋤　　　　税　　　獄
　　嚢
　叢織

翻8難㈱拳鰯雛灘総類

鰯錫繍．9㈱漿鱗

山
　
政
　
光

　
こ
と
し
、
町
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
、
そ
れ
を
ど
ん
な
ふ
う
に
考
え
、
ま
た
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
難
問
を
山
積
し
、
新
た
な
気
持
で
出
発
し
た
「
松
之
山
丸
」
の
行
万
は
：
：

　
三
月
六
日
に
定
例
会
を
招
集
し
ま

し
た
の
は
、
郡
内
で
も
松
之
山
が
一

番
早
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
多
忙
の
中
、
み
な
さ
ん
全
員
ご

出
席
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
一
月
中
旬
か
ら
マ
ラ

ソ
ン
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

三
月
に
入
っ
て
か
ら
比
較
的
好
天
に

恵
ま
れ
ま
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
降

雪
量
は
十
六
メ
ー
ト
ル
程
だ
と
思
い

ま
す
。
　
一
昨
年
に
比
べ
四
メ
ー
ト
ル

以
上
も
少
な
く
、
こ
の
ま
ま
な
ら
二

十
メ
ー
ト
ル
を
越
す
と
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
幸
い
で
な
か
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
予
算

を
作
る
に
当
り
ま
し
て
、
実
は
「
八

十
年
代
の
幕
明
け
」
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
参
考
ま
で
に
七
十
年

代
の
当
初
、
す
な
わ
ち
昭
和
四
十
五

年
度
の
予
算
書
を
、
土
蔵
か
ら
引
張

り
出
し
て
、
開
い
て
見
ま
し
た
。

　
当
時
の
予
算
総
額
は
、
三
億
八
千

二
百
万
円
程
で
し
た
。
本
年
度
は
十

九
億
八
百
万
円
で
す
の
で
、
五
倍
程

伸
び
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
十
年
一
昔
」
と
申
し
ま
す
。
こ
の

年
の
主
な
事
業
は
、
①
中
学
校
の
統

合
に
よ
る
松
之
山
中
の
校
舎
増
築
費

が
二
千
五
百
万
円
、
②
同
じ
く
寄
宿

舎
の
新
築
費
五
千
百
万
円
、
③
そ
の

他
町
営
プ
ー
ル
の
建
設
費
が
千
二
百

九
十
万
円
、
④
上
蝦
池
の
林
道
開
設

費
が
千
五
百
万
円
、
こ
の
四
つ
が
一

千
万
円
以
上
の
事
業
で
あ
り
ま
し
て

他
の
事
業
を
含
め
た
事
業
費
総
額
で

一
億
八
千
万
円
程
で
ご
ざ
い
ま
し
た

　
一
般
財
源
に
お
い
て
は
、
当
時
が

六
千
二
百
万
円
、
こ
と
し
は
八
千
三

百
万
円
程
で
、
僅
か
に
・
二
千
百
万
円

し
か
伸
び
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
う
い
う
中
で
、
建
設
事
業
費

は
一
億
八
千
万
円
が
、
七
億
八
千
万

円
に
伸
び
た
の
に
対
し
、
一
般
財
源

が
非
常
に
乏
し
い
状
態
に
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
起
債
（
借
金
）
に
頼
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
税
の
面
で
は
、
当
時
が
三
千
万

円
で
三
倍
し
か
伸
び
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
も
全
体
に
占
め
る
割
合
か
ら
申

し
ま
す
と
、
八
・
七
六
％
か
ら
六
％
に
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　　　　　　　　　　　歳出　ご覧のとおリ、災害復旧（54・6・26豪雨災害）とその他が増えているほかは、かな

　　　　　　　　　　　リ減っています。
構その他が増加した要因は、福祉関係と消防費が倍以上になったことによるものです．その中

　　成
　　　　　　　　　　　に①老人医療費と児童手当の支給②常設保育所の設置。上越消防事務組合の加入が含まれてい

　　　　　　　　　　　ます。

　　　　害班　　シ緊ク舞師漂騨クによる不況が長びき’国は助町の「枇ころ具合」も￥かな1辺

　　　　　　　合どん繍があっても、やらなければなりません。国榔補助事業が増えている反面、こ

　　　　　　　　　　　のショックを何か（町債）で、補わなければなりません。
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猿7，〔

側
側
内
外

　
　
．
・
．
他
％
●
．
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円
畠
そ
準

・
％
万
。
●

2
億
・

歳
出

昭和45年度
昭和55年度
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下
っ
て
お
り
ま
す
し
、
予
算
規
模
は

膨
ら
み
ま
し
た
が
、
町
の
税
収
は
減

少
傾
向
に
あ
る
、
と
言
え
る
の
で
な

か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
（
国
か
ら
の
交
付
金
）

も
四
七
％
か
ら
四
二
％
に
減
っ
て
お

り
ま
し
て
、
増
え
た
の
は
町
債
（
借

金
）
で
、
十
丁
四
％
で
あ
っ
た
の
が

十
五
・
九
％
に
も
な
り
ま
し
た
。
　
こ

の
こ
と
は
国
の
借
金
財
政
が
、
町
の

財
政
に
も
少
な
か
ら
ず
波
及
し
て
き

た
結
果
で
な
か
ろ
う
か
、
と
思
う
訳

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
社
会
資
本
の
点
か
ら
申

し
ま
す
と
、
十
年
前
に
は
よ
う
や
く

プ
ー
ル
を
建
設
し
、
寄
宿
舎
を
作
っ

て
い
る
時
代
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
舗

装
道
路
も
な
く
、
牧
場
の
拡
張
工
事

が
よ
う
や
く
終
ろ
う
と
し
て
い
た
時

代
で
も
あ
っ
た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
社
会
資
本
は
整
備
さ
れ

ま
し
た
が
、
な
ぜ
一
般
財
源
が
建
設

的
事
業
費
に
回
せ
ら
れ
な
い
の
か
、

と
申
し
ま
す
と
い
わ
ゆ
る
必
要
的
な

補
助
金
が
、
十
年
前
に
は
九
千
三
百

九
十
三
万
円
で
あ
り
ま
し
た
も
の
が

本
年
度
は
五
億
七
千
万
円
近
い
六
倍

に
も
増
え
て
い
る
と
お
り
、
非
常
に

補
助
事
業
が
増
え
て
い
る
の
が
原
因

で
な
か
ろ
う
か
と
思
う
訳
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
中
で
も
基
盤
整
備
な
ど
の
分
が
圧

倒
的
に
多
い
訳
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

お
よ
そ
九
倍
の
事
業
に
な
っ
て
お
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

　
教
育
費
が
三
十
％
を
占
め
て
お
り

ま
し
た
の
は
、
つ
い
最
近
ま
で
で
あ

り
ま
し
て
、
よ
う
や
く
産
業
的
な
面

に
力
が
移
っ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と

は
学
校
建
築
が
一
段
落
し
た
、
と
い

う
こ
と
で
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

と
り
あ
え
ず

　
　
　
1
4
億
円
で

　
さ
て
、
五
十
五
年
度
の
予
算
を
作

る
に
当
り
ま
し
て
、
石
油
の
値
上
げ

に
始
ま
る
電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
一
連
の
費
用
が
か
さ
む
よ
う
に

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
節
約
す
る

と
と
も
に
、
公
務
員
に
対
す
る
姿
勢

問
題
が
、
世
論
を
湧
か
し
て
い
る
折

か
ら
食
糧
費
、
旅
費
は
一
切
前
年
度

の
ま
ま
据
置
き
と
し
、
勤
務
時
間
内

に
お
け
る
公
務
上
の
飲
酒
は
、
年
二

回
に
と
ど
め
、
そ
の
う
ち
の
一
回
は

土
曜
日
に
す
る
よ
う
、
い
ず
れ
四
月

一
日
に
は
全
職
員
を
集
め
て
徹
底
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
議

員
の
み
な
さ
ん
方
か
ら
も
ご
協
力
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
経
費
は
、
上
越
新

幹
線
、
国
道
二
五
三
、
三
五
三
の
開

通
が
真
近
か
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
に
対
応
し
て
観
光
施
設
の

整
備
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
建

設
す
る
た
め
に
基
金
を
設
け
、
五
百

万
円
を
積
立
て
る
こ
と
に
い
た
し
ま
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　昭和45年度を100％として、ことしはこれ

だけ伸びたことになります。

（）内は、ことしの構成比です。

申イ
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合

1灘繍驚擁．醐鍵
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山
　
政
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こ
と
し
、
町
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
、
そ
れ
を
ど
ん
な
ふ
う
に
考
え
、
ま
た
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
難
問
を
山
積
し
、
新
た
な
気
持
で
出
発
し
た
「
松
之
山
丸
」
の
行
万
は
：
：

　
三
月
六
日
に
定
例
会
を
招
集
し
ま

し
た
の
は
、
郡
内
で
も
松
之
山
が
一

番
早
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
多
忙
の
中
、
み
な
さ
ん
全
員
ご

出
席
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
一
月
中
旬
か
ら
マ
ラ

ソ
ン
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

三
月
に
入
っ
て
か
ら
比
較
的
好
天
に

恵
ま
れ
ま
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
降

雪
量
は
十
六
メ
ー
ト
ル
程
だ
と
思
い

ま
す
。
　
一
昨
年
に
比
べ
四
メ
ー
ト
ル

以
上
も
少
な
く
、
こ
の
ま
ま
な
ら
二

十
メ
ー
ト
ル
を
越
す
と
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
幸
い
で
な
か
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
予
算

を
作
る
に
当
り
ま
し
て
、
実
は
「
八

十
年
代
の
幕
明
け
」
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
参
考
ま
で
に
七
十
年

代
の
当
初
、
す
な
わ
ち
昭
和
四
十
五

年
度
の
予
算
書
を
、
土
蔵
か
ら
引
張

り
出
し
て
、
開
い
て
見
ま
し
た
。

　
当
時
の
予
算
総
額
は
、
三
億
八
千

二
百
万
円
程
で
し
た
。
本
年
度
は
十

九
億
八
百
万
円
で
す
の
で
、
五
倍
程

伸
び
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
十
年
一
昔
」
と
申
し
ま
す
。
こ
の

年
の
主
な
事
業
は
、
①
中
学
校
の
統

合
に
よ
る
松
之
山
中
の
校
舎
増
築
費

が
二
千
五
百
万
円
、
②
同
じ
く
寄
宿

舎
の
新
築
費
五
千
百
万
円
、
③
そ
の

他
町
営
プ
ー
ル
の
建
設
費
が
千
二
百

九
十
万
円
、
④
上
蝦
池
の
林
道
開
設

費
が
千
五
百
万
円
、
こ
の
四
つ
が
一

千
万
円
以
上
の
事
業
で
あ
り
ま
し
て

他
の
事
業
を
含
め
た
事
業
費
総
額
で

一
億
八
千
万
円
程
で
ご
ざ
い
ま
し
た

　
一
般
財
源
に
お
い
て
は
、
当
時
が

六
千
二
百
万
円
、
こ
と
し
は
八
千
三

百
万
円
程
で
、
僅
か
に
・
二
千
百
万
円

し
か
伸
び
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
う
い
う
中
で
、
建
設
事
業
費

は
一
億
八
千
万
円
が
、
七
億
八
千
万

円
に
伸
び
た
の
に
対
し
、
一
般
財
源

が
非
常
に
乏
し
い
状
態
に
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
起
債
（
借
金
）
に
頼
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
税
の
面
で
は
、
当
時
が
三
千
万

円
で
三
倍
し
か
伸
び
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
も
全
体
に
占
め
る
割
合
か
ら
申

し
ま
す
と
、
八
・
七
六
％
か
ら
六
％
に
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　　　　　　　　　　　歳出　ご覧のとおリ、災害復旧（54・6・26豪雨災害）とその他が増えているほかは、かな

　　　　　　　　　　　リ減っています。
構その他が増加した要因は、福祉関係と消防費が倍以上になったことによるものです．その中

　　成
　　　　　　　　　　　に①老人医療費と児童手当の支給②常設保育所の設置。上越消防事務組合の加入が含まれてい

　　　　　　　　　　　ます。

　　　　害班　　シ緊ク舞師漂騨クによる不況が長びき’国は助町の「枇ころ具合」も￥かな1辺

　　　　　　　合どん繍があっても、やらなければなりません。国榔補助事業が増えている反面、こ

　　　　　　　　　　　のショックを何か（町債）で、補わなければなりません。
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下
っ
て
お
り
ま
す
し
、
予
算
規
模
は

膨
ら
み
ま
し
た
が
、
町
の
税
収
は
減

少
傾
向
に
あ
る
、
と
言
え
る
の
で
な

か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
（
国
か
ら
の
交
付
金
）

も
四
七
％
か
ら
四
二
％
に
減
っ
て
お

り
ま
し
て
、
増
え
た
の
は
町
債
（
借

金
）
で
、
十
丁
四
％
で
あ
っ
た
の
が

十
五
・
九
％
に
も
な
り
ま
し
た
。
　
こ

の
こ
と
は
国
の
借
金
財
政
が
、
町
の

財
政
に
も
少
な
か
ら
ず
波
及
し
て
き

た
結
果
で
な
か
ろ
う
か
、
と
思
う
訳

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
社
会
資
本
の
点
か
ら
申

し
ま
す
と
、
十
年
前
に
は
よ
う
や
く

プ
ー
ル
を
建
設
し
、
寄
宿
舎
を
作
っ

て
い
る
時
代
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
舗

装
道
路
も
な
く
、
牧
場
の
拡
張
工
事

が
よ
う
や
く
終
ろ
う
と
し
て
い
た
時

代
で
も
あ
っ
た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
社
会
資
本
は
整
備
さ
れ

ま
し
た
が
、
な
ぜ
一
般
財
源
が
建
設

的
事
業
費
に
回
せ
ら
れ
な
い
の
か
、

と
申
し
ま
す
と
い
わ
ゆ
る
必
要
的
な

補
助
金
が
、
十
年
前
に
は
九
千
三
百

九
十
三
万
円
で
あ
り
ま
し
た
も
の
が

本
年
度
は
五
億
七
千
万
円
近
い
六
倍

に
も
増
え
て
い
る
と
お
り
、
非
常
に

補
助
事
業
が
増
え
て
い
る
の
が
原
因

で
な
か
ろ
う
か
と
思
う
訳
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
中
で
も
基
盤
整
備
な
ど
の
分
が
圧

倒
的
に
多
い
訳
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

お
よ
そ
九
倍
の
事
業
に
な
っ
て
お
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

　
教
育
費
が
三
十
％
を
占
め
て
お
り

ま
し
た
の
は
、
つ
い
最
近
ま
で
で
あ

り
ま
し
て
、
よ
う
や
く
産
業
的
な
面

に
力
が
移
っ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と

は
学
校
建
築
が
一
段
落
し
た
、
と
い

う
こ
と
で
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

と
り
あ
え
ず

　
　
　
1
4
億
円
で

　
さ
て
、
五
十
五
年
度
の
予
算
を
作

る
に
当
り
ま
し
て
、
石
油
の
値
上
げ

に
始
ま
る
電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
一
連
の
費
用
が
か
さ
む
よ
う
に

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
節
約
す
る

と
と
も
に
、
公
務
員
に
対
す
る
姿
勢

問
題
が
、
世
論
を
湧
か
し
て
い
る
折

か
ら
食
糧
費
、
旅
費
は
一
切
前
年
度

の
ま
ま
据
置
き
と
し
、
勤
務
時
間
内

に
お
け
る
公
務
上
の
飲
酒
は
、
年
二

回
に
と
ど
め
、
そ
の
う
ち
の
一
回
は

土
曜
日
に
す
る
よ
う
、
い
ず
れ
四
月

一
日
に
は
全
職
員
を
集
め
て
徹
底
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
議

員
の
み
な
さ
ん
方
か
ら
も
ご
協
力
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
経
費
は
、
上
越
新

幹
線
、
国
道
二
五
三
、
三
五
三
の
開

通
が
真
近
か
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
に
対
応
し
て
観
光
施
設
の

整
備
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
建

設
す
る
た
め
に
基
金
を
設
け
、
五
百

万
円
を
積
立
て
る
こ
と
に
い
た
し
ま
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し
た
。

　
ま
ず
は
「
観
光
元
年
」
の
年
に
し

た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
財
源
と

し
て
、
入
湯
税
を
今
の
百
円
か
ら
百

五
十
円
に
さ
せ
て
頂
き
、
日
帰
り
の

方
は
百
円
の
ま
ま
に
改
め
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
上
越
地
方
一
円
が
、

全
国
で
十
か
所
の
「
定
住
圏
」
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
事
業
の
一

つ
に
「
孤
立
集
落
の
解
消
事
業
」
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
に
は

糸
魚
州
、
柿
崎
な
ど
か
ら
も
要
望
が

あ
っ
た
訳
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
ま
し
て
、
県
は
松
之
山
を

指
定
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
費
は
七
億
円
程
で
、
こ

と
し
か
ら
四
か
年
に
わ
た
り
藤
倉
、

西
之
前
両
部
落
内
は
じ
め
、
光
間
～

松
口
間
、
藤
原
～
黒
倉
間
の
道
路
を

国
費
で
改
良
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　
そ
れ
か
ら
、
か
ね
て
か
ら
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
新
林
構
（
新
林
業
構

造
改
善
事
業
）
は
、
予
定
よ
り
一
年

遅
れ
は
し
ま
し
た
が
、
こ
と
し
調
査

で
来
年
か
ら
実
施
に
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
費
も
七
億
円

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
牧
場
か
ら
中
原
、
峰

越
林
道
周
辺
の
整
備
を
行
う
つ
も
り

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
に
は
森
林

組
合
の
充
実
、
強
化
も
急
務
で
な
か

ろ
う
か
と
思
い
、
現
在
色
々
と
準
備

中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

消
防
分
遣
署

　
　
　
　
　
こ
と
し

　
完
　
成

　
な
お
、
以
前
か
ら
要
望
し
て
参
り

ま
し
た
「
消
防
分
遣
署
」
の
誘
致
問

題
に
つ
き
ま
し
て
、
去
る
三
日
の
会

議
に
お
い
て
松
之
山
に
建
設
す
る
こ

と
が
、
正
式
に
決
り
ま
し
た
。

　
規
模
は
松
代
分
遣
署
と
同
程
度
の

も
の
で
、
こ
と
し
庁
舎
を
建
設
し
、

来
春
か
ら
業
務
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
、
二
か
所
で
設
置
す
る
と

い
う
も
の
が
、
松
之
山
は
一
年
繰
上

げ
て
実
現
し
、
他
の
一
か
所
は
未
だ

に
決
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
用
地
の
選
定
、
土
地
交
渉
な

ど
で
、
に
わ
か
に
忙
し
く
な
っ
て
く

る
の
で
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が

こ
れ
に
よ
っ
て
多
少
で
も
若
い
人
の

就
労
の
場
が
確
保
さ
れ
れ
ば
…
…
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
実
は
、
こ
れ
と
別
に
、
こ
と
し
上

越
消
防
事
務
組
合
で
十
人
の
採
用
を

決
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
九
十
八
人

の
応
募
者
中
、
大
卒
者
が
五
十
人
、

短
大
卒
三
十
人
、
高
卒
が
十
八
人
と

い
う
非
常
に
厳
し
い
受
験
状
況
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
若
い
人
の
地
方
U
タ
ー
ン

志
向
が
、
年
々
増
加
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
適
当
な
職
場
が
少
な

い
、
と
い
う
こ
と
が
原
因
で
、
狭
き

門
と
な
っ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
分
遣
署
が
出
来
た
か

ら
と
い
っ
て
、
松
之
山
町
出
身
の
人

が
、
全
部
こ
こ
で
働
け
る
か
ど
う
か

い
さ
さ
か
疑
問
で
あ
り
ま
し
て
、
管

内
異
動
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
数
年

の
う
ち
に
は
他
へ
転
勤
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

外
国
人
の
医
師
な
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。

や
つ
て
み
る
か

鞠
目覚めたら

　まずを背のび

〆

こ
を
滴
動
生
運

両
手
を
ブ
ラ
フ
ラ

廻
〉

歩
く
と
き
は
背
す
じ
を
伸
ば
し
て

ご‘

　
そ
の
外
、
困
っ
た
問
題
が
一
つ
、

浦
田
診
療
所
の
医
師
が
未
だ
に
決
定

し
な
い
、
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す

　
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
決
り
か
け
て
い

た
陳
先
生
が
、
こ
ん
な
結
果
に
終
り

ま
し
て
誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ご
本
人
は
、
来
る
つ
も
り
で
し
た

が
、
　
「
家
族
や
兄
弟
に
強
く
反
対
さ

れ
て
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

今
ま
で
の
こ
と
は
、
な
か
っ
た
こ
と

に
し
て
欲
し
い
。
」
と
言
っ
て
来
ら
れ

田
辺
副
議
長
さ
ん
と
住
民
課
長
の
二

人
に
現
地
へ
出
迎
い
て
頂
い
た
の
で

す
が
、
や
っ
ぱ
り
駄
目
で
し
た
。

　
し
か
し
、
他
の
先
生
が
き
っ
と
来

て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
診
療
所

の
施
設
を
整
備
し
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
し
て
、
五
十
四
年
度
予
算
で
内

部
改
造
を
行
い
、
新
年
度
に
は
レ
ン

ト
ゲ
ン
テ
レ
ビ
を
備
え
、
医
師
住
宅

を
も
っ
と
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
も
の
に

建
て
替
え
て
、
い
つ
後
任
の
先
生
が

来
ら
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
予
算
化
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
た
だ
第
三
国
人
で
も
よ
い
の
か
、

日
本
人
が
よ
い
の
か
、
み
な
さ
ん
と

も
っ
と
協
議
を
重
ね
て
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
三
国
人
で
も
よ
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
数
人
の
来
町
希
望
者

が
い
る
や
、
に
聞
い
て
も
お
り
ま
す

機
関
車
は

　
　
ど
こ
に
い
る

　
農
業
問
題
に
つ
い
て
は
、
折
か
ら

「
減
反
化
時
代
」
で
あ
り
、
米
が
余

る
現
状
の
中
で
、
松
之
山
で
は
「
米
」

以
外
に
な
い
、
と
言
わ
れ
な
が
ら
農

協
さ
ん
と
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、

三
農
協
の
合
併
を
契
機
に
総
花
的
な

補
助
が
よ
い
の
か
、
若
い
人
で
意
欲

の
あ
る
人
か
ら
機
関
車
に
な
っ
て
頂

く
た
め
に
、
数
は
少
な
く
て
も
立
派

な
青
年
農
業
家
を
育
て
た
方
が
よ
い

の
か
、
一
年
間
み
な
さ
ん
か
ら
も
充

分
な
ご
討
議
を
頂
く
と
と
も
に
、
ご

研
究
願
い
た
い
と
思
う
訳
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
米
づ
く
り
を
減
ら
さ
な
い
よ
う
に

し
て
も
、
も
う
米
だ
け
に
頼
っ
て
い

ら
れ
な
い
、
と
い
う
考
え
方
に
立
っ

て
、
米
以
外
の
農
業
を
摸
索
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
か
ら
も
貴
重
な
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

峰
越
林
道
は

長
野
県
と
握
手
来
　
年
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i〉第二次林構事肇欝詔鷲道L5，，m、野鳥杏壽講溜、撫灘o雫鑑池、9、m、月

El巣箱150か所、休憩棟1か所、管理道路700m、案内板52　池562m、天水島574m、田麦立170m）……改良と舗装
き

iか所、ベンチ10か所、テント10張、遊歩道沿いの樹木、景　の合計・……………・…・…………・2億4325万円

i観整備など）・…・……・……・・……・…4，082万円　　〉ロータリー除雪車購入…・…………・…2，300万円

購糠夷欝（盆驚£黙齢雛灘肖霧で1二鰍：：：：：：：’躍

　開設400m、中原大厳寺原線改修300m、ガードレール設　　〉松口地区簡易水道建設（消火栓施設とも）…6，085万円

　置）……・・…………・………・一…・6，979万円　〉防火水槽新設（松之山、五十子平、湯之島、黒倉、中立

　［＞町単土地改良補助金（田ならし13件、農道＋田ならし6　山）…………………　一……………1，200万円

　件、農道7件、畑整地53件、溜池3件）・…・…779万円　　〉消防ポンプ購入（2台）・…・……………180万円

　［＞ホ場整備（川手、西之前、天水越）……1億2，308万円　〉浦田診療所医師住宅改築・………・…・…1，123万円

　〉農村基盤総合整備事業（ミニ総パ・湯之島）5，293万円　　〉　同　上　レントゲンテレビ購入・………1，100万円

　〉農地等災害復旧（藤倉ほか41か所）……1億1，670万円　〉老人医療費の支給……・…………・・…4，479万円

　〉ホ場整備地形図・設計委託料（天水越）………350万円　〉心身、精神障害児者への医療費支給………299万円

　〉農協合併補助金…………・……・・……・300万円　〉老人生きがい対策事業・…・……………・・152万円

　〉水稲病害虫（カメ虫）防除薬済補助……・…272万円　　〉津南地域衛生施設組合負担金（し尿・ごみ）・・1，487万円

　［＞水稲育苗施設設置補助金（小谷）・・……・…300万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　　の　　他
　〉町森林組合補助金…・…………・……　…1015万円

　〉町商工会補助金・……………・…・…・…170万円　　〉松之山中・校舎内部塗装…・・……………240万円

　〉町内業者育成貸付金・……・…………・…606万円　　〉松之山小・松里小屋体床張替え・・…………209万円

　〉観光パンフ、大厳寺原展望山の案内図製作、施設設備（リ　〉町民体育館備品購入（会議用机、椅子など）…687万円

　フト建設）積立金、町観光協会補助金で・…・…745万円　〉三省小・燃料地下タンク新設………・……200万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉松之山中グランド整備……………・・…・・124万円
　　　　　　生活環境の整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉除雪車等車庫新築……・・…………・…1，516万円

　〉町道改良（松之山333m、上之山330m、黒倉290m、　〉役場庁舎渡り廊下新設……………・……　300万円
…脚綿II朋朋欄榊lll糊1”㎜皿『1”1”llll剛1㈱ll㎜国lil闘llliHIlll㎜1”閑1剛阻Ill幽llllllllll剛”齢1”閣ll皿ll㎜1開”ll闇㎜IIHlll”閥lllllll”㎜朋囲1嚇1醐閑ll9剛II則ll剛Illllll回lllllII㎜㈱1剛1剛1㎜悶㎝II剛”剛1幽1”口lll㎜幽ll”朋II闘1剛1日

　
土
木
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先

程
申
し
上
げ
ま
し
た
定
住
圏
構
想
に

よ
り
実
施
す
る
ほ
か
、
町
債
に
よ
る

道
路
改
良
や
舗
装
は
、
概
ね
地
域
か

ら
の
要
望
を
予
算
化
い
た
し
ま
し
た

　
そ
れ
か
ら
、
直
接
町
に
は
関
係
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
こ
と
し
は
ダ
ム
工

事
の
た
め
の
作
業
道
に
、
三
千
万
円

程
の
予
算
が
付
く
の
で
な
か
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。

　
県
営
の
留
山
ダ
ム
（
松
里
か
ん
排
）

に
、
一
億
円
の
予
算
を
要
望
し
て
い

る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
だ
未
定
で

あ
り
、
中
々
厳
し
い
模
様
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
団
体
営
・
地
す
べ
り
関
連
の
ホ
場

整
備
に
つ
い
て
は
、
希
望
額
が
か
な

え
ら
れ
る
の
で
な
か
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
が
、
湯
之
島
の
ミ
ニ
総
パ
（
農

村
基
盤
総
合
整
備
事
業
）
と
留
山
ダ

ム
が
、
厳
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
の
議
会
が
終
り
ま

し
た
ら
県
に
行
っ
て
、
是
非
と
も
初

期
の
予
定
額
を
お
願
い
し
て
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
林
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

山
伏
山
線
を
四
百
メ
ー
ト
ル
開
設
い

た
し
ま
す
し
、
県
単
で
亀
石
線
を
三

百
メ
ー
ト
ル
改
修
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
天
水
越
線
な
ど
の

舗
装
も
決
っ
て
お
り
ま
す
。

　
峰
越
林
道
は
、
こ
と
し
松
之
山
側

が
完
了
す
る
予
定
で
す
の
で
、
来
年

は
県
境
に
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
開
通
を
機
会
に
、
栄
村
（
長
野
県
）

の
村
長
さ
ん
は
、
　
「
長
野
・
新
潟
両

県
知
事
を
招
い
て
、
開
通
式
を
や
り

ま
し
ょ
う
一
と
提
唱
し
て
お
ら
れ
る

の
で
、
研
究
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
体
育
館
は
日
程
に
多
少
の
遅
れ
が

出
て
い
ま
す
の
で
、
昨
日
業
者
に
ハ

ッ
パ
を
か
け
た
と
こ
ろ
「
三
月
一
杯

に
は
、
内
部
を
終
や
し
た
い
一
と
言

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
十

日
程
遅
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
四
月
に
は
、
立

派
な
体
育
館
が
誕
生
い
た
し
ま
す
の

で
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
は
勿
論
、
観

光
客
の
誘
致
に
も
有
効
に
ご
利
用
頂

き
、
そ
の
た
め
の
態
勢
づ
く
り
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
色
々
と
取
留
め
の
な
い
こ
と
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
に
い
た

し
ま
し
て
も
国
の
財
政
が
好
転
し
な

い
限
り
、
町
の
財
政
も
中
々
苦
し
い

の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
「
親
が
認
め
た
子
供
の

面
倒
（
借
金
）
は
、
親
が
み
て
く
れ

る
で
あ
ろ
う
一
と
私
は
思
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
も
の
（
有
利
な
国
県
の

制
度
・
資
金
）
は
、
な
る
べ
く
利
用

し
て
、
一
つ
で
も
多
く
の
事
業
を
行

い
、
住
み
よ
い
郷
土
「
ま
つ
の
や
ま
」

を
建
設
し
た
い
、
と
い
う
考
え
で
こ

の
予
算
を
作
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
審
議
願
い
ま
す
。
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し
た
。

　
ま
ず
は
「
観
光
元
年
」
の
年
に
し

た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
財
源
と

し
て
、
入
湯
税
を
今
の
百
円
か
ら
百

五
十
円
に
さ
せ
て
頂
き
、
日
帰
り
の

方
は
百
円
の
ま
ま
に
改
め
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
上
越
地
方
一
円
が
、

全
国
で
十
か
所
の
「
定
住
圏
」
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
事
業
の
一

つ
に
「
孤
立
集
落
の
解
消
事
業
」
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
に
は

糸
魚
州
、
柿
崎
な
ど
か
ら
も
要
望
が

あ
っ
た
訳
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
ま
し
て
、
県
は
松
之
山
を

指
定
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
費
は
七
億
円
程
で
、
こ

と
し
か
ら
四
か
年
に
わ
た
り
藤
倉
、

西
之
前
両
部
落
内
は
じ
め
、
光
間
～

松
口
間
、
藤
原
～
黒
倉
間
の
道
路
を

国
費
で
改
良
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　
そ
れ
か
ら
、
か
ね
て
か
ら
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
新
林
構
（
新
林
業
構

造
改
善
事
業
）
は
、
予
定
よ
り
一
年

遅
れ
は
し
ま
し
た
が
、
こ
と
し
調
査

で
来
年
か
ら
実
施
に
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
費
も
七
億
円

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
牧
場
か
ら
中
原
、
峰

越
林
道
周
辺
の
整
備
を
行
う
つ
も
り

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
に
は
森
林

組
合
の
充
実
、
強
化
も
急
務
で
な
か

ろ
う
か
と
思
い
、
現
在
色
々
と
準
備

中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

消
防
分
遣
署

　
　
　
　
　
こ
と
し

　
完
　
成

　
な
お
、
以
前
か
ら
要
望
し
て
参
り

ま
し
た
「
消
防
分
遣
署
」
の
誘
致
問

題
に
つ
き
ま
し
て
、
去
る
三
日
の
会

議
に
お
い
て
松
之
山
に
建
設
す
る
こ

と
が
、
正
式
に
決
り
ま
し
た
。

　
規
模
は
松
代
分
遣
署
と
同
程
度
の

も
の
で
、
こ
と
し
庁
舎
を
建
設
し
、

来
春
か
ら
業
務
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
、
二
か
所
で
設
置
す
る
と

い
う
も
の
が
、
松
之
山
は
一
年
繰
上

げ
て
実
現
し
、
他
の
一
か
所
は
未
だ

に
決
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
用
地
の
選
定
、
土
地
交
渉
な

ど
で
、
に
わ
か
に
忙
し
く
な
っ
て
く

る
の
で
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が

こ
れ
に
よ
っ
て
多
少
で
も
若
い
人
の

就
労
の
場
が
確
保
さ
れ
れ
ば
…
…
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
実
は
、
こ
れ
と
別
に
、
こ
と
し
上

越
消
防
事
務
組
合
で
十
人
の
採
用
を

決
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
九
十
八
人

の
応
募
者
中
、
大
卒
者
が
五
十
人
、

短
大
卒
三
十
人
、
高
卒
が
十
八
人
と

い
う
非
常
に
厳
し
い
受
験
状
況
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
若
い
人
の
地
方
U
タ
ー
ン

志
向
が
、
年
々
増
加
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
適
当
な
職
場
が
少
な

い
、
と
い
う
こ
と
が
原
因
で
、
狭
き

門
と
な
っ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
分
遣
署
が
出
来
た
か

ら
と
い
っ
て
、
松
之
山
町
出
身
の
人

が
、
全
部
こ
こ
で
働
け
る
か
ど
う
か

い
さ
さ
か
疑
問
で
あ
り
ま
し
て
、
管

内
異
動
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
数
年

の
う
ち
に
は
他
へ
転
勤
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

外
国
人
の
医
師
な
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。

や
つ
て
み
る
か

鞠
目覚めたら

　まずを背のび

〆

こ
を
滴
動
生
運

両
手
を
ブ
ラ
フ
ラ

廻
〉

歩
く
と
き
は
背
す
じ
を
伸
ば
し
て

ご‘

　
そ
の
外
、
困
っ
た
問
題
が
一
つ
、

浦
田
診
療
所
の
医
師
が
未
だ
に
決
定

し
な
い
、
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す

　
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
決
り
か
け
て
い

た
陳
先
生
が
、
こ
ん
な
結
果
に
終
り

ま
し
て
誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ご
本
人
は
、
来
る
つ
も
り
で
し
た

が
、
　
「
家
族
や
兄
弟
に
強
く
反
対
さ

れ
て
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

今
ま
で
の
こ
と
は
、
な
か
っ
た
こ
と

に
し
て
欲
し
い
。
」
と
言
っ
て
来
ら
れ

田
辺
副
議
長
さ
ん
と
住
民
課
長
の
二

人
に
現
地
へ
出
迎
い
て
頂
い
た
の
で

す
が
、
や
っ
ぱ
り
駄
目
で
し
た
。

　
し
か
し
、
他
の
先
生
が
き
っ
と
来

て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
診
療
所

の
施
設
を
整
備
し
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
し
て
、
五
十
四
年
度
予
算
で
内

部
改
造
を
行
い
、
新
年
度
に
は
レ
ン

ト
ゲ
ン
テ
レ
ビ
を
備
え
、
医
師
住
宅

を
も
っ
と
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
も
の
に

建
て
替
え
て
、
い
つ
後
任
の
先
生
が

来
ら
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
予
算
化
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
た
だ
第
三
国
人
で
も
よ
い
の
か
、

日
本
人
が
よ
い
の
か
、
み
な
さ
ん
と

も
っ
と
協
議
を
重
ね
て
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
三
国
人
で
も
よ
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
数
人
の
来
町
希
望
者

が
い
る
や
、
に
聞
い
て
も
お
り
ま
す

機
関
車
は

　
　
ど
こ
に
い
る

　
農
業
問
題
に
つ
い
て
は
、
折
か
ら

「
減
反
化
時
代
」
で
あ
り
、
米
が
余

る
現
状
の
中
で
、
松
之
山
で
は
「
米
」

以
外
に
な
い
、
と
言
わ
れ
な
が
ら
農

協
さ
ん
と
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、

三
農
協
の
合
併
を
契
機
に
総
花
的
な

補
助
が
よ
い
の
か
、
若
い
人
で
意
欲

の
あ
る
人
か
ら
機
関
車
に
な
っ
て
頂

く
た
め
に
、
数
は
少
な
く
て
も
立
派

な
青
年
農
業
家
を
育
て
た
方
が
よ
い

の
か
、
一
年
間
み
な
さ
ん
か
ら
も
充

分
な
ご
討
議
を
頂
く
と
と
も
に
、
ご

研
究
願
い
た
い
と
思
う
訳
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
米
づ
く
り
を
減
ら
さ
な
い
よ
う
に

し
て
も
、
も
う
米
だ
け
に
頼
っ
て
い

ら
れ
な
い
、
と
い
う
考
え
方
に
立
っ

て
、
米
以
外
の
農
業
を
摸
索
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
か
ら
も
貴
重
な
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

峰
越
林
道
は

長
野
県
と
握
手
来
　
年

No．66　”1川”川1”II川1
5】“”1”1111”ml”II””1”ll””lll”Illl”1””1“II”“”1”””””1“II””ll”lll””“””“1”1”””lll”llIII”llll”llllIII”1“”川lll”1””広報まつのやま

i〉第二次林構事肇欝詔鷲道L5，，m、野鳥杏壽講溜、撫灘o雫鑑池、9、m、月

El巣箱150か所、休憩棟1か所、管理道路700m、案内板52　池562m、天水島574m、田麦立170m）……改良と舗装
き

iか所、ベンチ10か所、テント10張、遊歩道沿いの樹木、景　の合計・……………・…・…………・2億4325万円

i観整備など）・…・……・……・・……・…4，082万円　　〉ロータリー除雪車購入…・…………・…2，300万円

購糠夷欝（盆驚£黙齢雛灘肖霧で1二鰍：：：：：：：’躍

　開設400m、中原大厳寺原線改修300m、ガードレール設　　〉松口地区簡易水道建設（消火栓施設とも）…6，085万円

　置）……・・…………・………・一…・6，979万円　〉防火水槽新設（松之山、五十子平、湯之島、黒倉、中立

　［＞町単土地改良補助金（田ならし13件、農道＋田ならし6　山）…………………　一……………1，200万円

　件、農道7件、畑整地53件、溜池3件）・…・…779万円　　〉消防ポンプ購入（2台）・…・……………180万円

　［＞ホ場整備（川手、西之前、天水越）……1億2，308万円　〉浦田診療所医師住宅改築・………・…・…1，123万円

　〉農村基盤総合整備事業（ミニ総パ・湯之島）5，293万円　　〉　同　上　レントゲンテレビ購入・………1，100万円

　〉農地等災害復旧（藤倉ほか41か所）……1億1，670万円　〉老人医療費の支給……・…………・・…4，479万円

　〉ホ場整備地形図・設計委託料（天水越）………350万円　〉心身、精神障害児者への医療費支給………299万円

　〉農協合併補助金…………・……・・……・300万円　〉老人生きがい対策事業・…・……………・・152万円

　〉水稲病害虫（カメ虫）防除薬済補助……・…272万円　　〉津南地域衛生施設組合負担金（し尿・ごみ）・・1，487万円

　［＞水稲育苗施設設置補助金（小谷）・・……・…300万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　　の　　他
　〉町森林組合補助金…・…………・……　…1015万円

　〉町商工会補助金・……………・…・…・…170万円　　〉松之山中・校舎内部塗装…・・……………240万円

　〉町内業者育成貸付金・……・…………・…606万円　　〉松之山小・松里小屋体床張替え・・…………209万円

　〉観光パンフ、大厳寺原展望山の案内図製作、施設設備（リ　〉町民体育館備品購入（会議用机、椅子など）…687万円

　フト建設）積立金、町観光協会補助金で・…・…745万円　〉三省小・燃料地下タンク新設………・……200万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉松之山中グランド整備……………・・…・・124万円
　　　　　　生活環境の整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉除雪車等車庫新築……・・…………・…1，516万円

　〉町道改良（松之山333m、上之山330m、黒倉290m、　〉役場庁舎渡り廊下新設……………・……　300万円
…脚綿II朋朋欄榊lll糊1”㎜皿『1”1”llll剛1㈱ll㎜国lil闘llliHIlll㎜1”閑1剛阻Ill幽llllllllll剛”齢1”閣ll皿ll㎜1開”ll闇㎜IIHlll”閥lllllll”㎜朋囲1嚇1醐閑ll9剛II則ll剛Illllll回lllllII㎜㈱1剛1剛1㎜悶㎝II剛”剛1幽1”口lll㎜幽ll”朋II闘1剛1日

　
土
木
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先

程
申
し
上
げ
ま
し
た
定
住
圏
構
想
に

よ
り
実
施
す
る
ほ
か
、
町
債
に
よ
る

道
路
改
良
や
舗
装
は
、
概
ね
地
域
か

ら
の
要
望
を
予
算
化
い
た
し
ま
し
た

　
そ
れ
か
ら
、
直
接
町
に
は
関
係
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
こ
と
し
は
ダ
ム
工

事
の
た
め
の
作
業
道
に
、
三
千
万
円

程
の
予
算
が
付
く
の
で
な
か
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。

　
県
営
の
留
山
ダ
ム
（
松
里
か
ん
排
）

に
、
一
億
円
の
予
算
を
要
望
し
て
い

る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
だ
未
定
で

あ
り
、
中
々
厳
し
い
模
様
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
団
体
営
・
地
す
べ
り
関
連
の
ホ
場

整
備
に
つ
い
て
は
、
希
望
額
が
か
な

え
ら
れ
る
の
で
な
か
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
が
、
湯
之
島
の
ミ
ニ
総
パ
（
農

村
基
盤
総
合
整
備
事
業
）
と
留
山
ダ

ム
が
、
厳
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
の
議
会
が
終
り
ま

し
た
ら
県
に
行
っ
て
、
是
非
と
も
初

期
の
予
定
額
を
お
願
い
し
て
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
林
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

山
伏
山
線
を
四
百
メ
ー
ト
ル
開
設
い

た
し
ま
す
し
、
県
単
で
亀
石
線
を
三

百
メ
ー
ト
ル
改
修
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
天
水
越
線
な
ど
の

舗
装
も
決
っ
て
お
り
ま
す
。

　
峰
越
林
道
は
、
こ
と
し
松
之
山
側

が
完
了
す
る
予
定
で
す
の
で
、
来
年

は
県
境
に
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
開
通
を
機
会
に
、
栄
村
（
長
野
県
）

の
村
長
さ
ん
は
、
　
「
長
野
・
新
潟
両

県
知
事
を
招
い
て
、
開
通
式
を
や
り

ま
し
ょ
う
一
と
提
唱
し
て
お
ら
れ
る

の
で
、
研
究
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
体
育
館
は
日
程
に
多
少
の
遅
れ
が

出
て
い
ま
す
の
で
、
昨
日
業
者
に
ハ

ッ
パ
を
か
け
た
と
こ
ろ
「
三
月
一
杯

に
は
、
内
部
を
終
や
し
た
い
一
と
言

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
十

日
程
遅
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
四
月
に
は
、
立

派
な
体
育
館
が
誕
生
い
た
し
ま
す
の

で
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
は
勿
論
、
観

光
客
の
誘
致
に
も
有
効
に
ご
利
用
頂

き
、
そ
の
た
め
の
態
勢
づ
く
り
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
色
々
と
取
留
め
の
な
い
こ
と
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
に
い
た

し
ま
し
て
も
国
の
財
政
が
好
転
し
な

い
限
り
、
町
の
財
政
も
中
々
苦
し
い

の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
「
親
が
認
め
た
子
供
の

面
倒
（
借
金
）
は
、
親
が
み
て
く
れ

る
で
あ
ろ
う
一
と
私
は
思
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
も
の
（
有
利
な
国
県
の

制
度
・
資
金
）
は
、
な
る
べ
く
利
用

し
て
、
一
つ
で
も
多
く
の
事
業
を
行

い
、
住
み
よ
い
郷
土
「
ま
つ
の
や
ま
」

を
建
設
し
た
い
、
と
い
う
考
え
で
こ

の
予
算
を
作
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
審
議
願
い
ま
す
。
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も雷農
地
は
農
地
で
あ
っ
て

　
　
そ
の
使
用
以
外
は

　
　
　
　
　
　
　
　
届
出
を

　
田
畑
な
ど
の
農
用
地
を
、
そ
れ
以

外
（
宅
地
、
植
林
な
ど
）
の
目
的
に

使
う
場
合
、
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
な
ぜ
？
　
1
農
地
を
保
護
す
る
た

め
に
…
：

▼
届
出
の
時
期
－
着
手
予
定
の
約

一
年
前

▼
無
届
け
ー
地
目
変
更
登
記
が
で

き
な
い
ほ
か
、
住
宅
を
新
築
の
際
に

農
協
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
届
出
先
－
町
産
業
課
・
農
政
係

V腱i康りょこう“に

旅立つあなたへ
接種……相談検診・

ツ反とBCG…………5月末～6月初旬
出稼ぎ者検診…6月16日、17日、19日、20日

循環器検診・…・…………・6月24～26日

献血…7月2日（松里）8月6日（浦田）

胃ガン検診・…・……・7月24～26日、28日

乳児・一歳半・三歳児検診…・…・7月下旬

日本脳炎予防接種…・…………7月下旬

寄生虫検査（一般の方を対象）……7月31日

母子健康相談一・……一………毎月中旬

〉詳しくは……日程・場所などが決れば、チラシで

　おしらせいたします。

篇粥欝議輪内職擁ぢえぎえ磁正
監論僅1幣総騨躍ナ　新潟県の・最低賃金・が、昨
，親上∫響灘轟！獣3相ζ年の1・月13日から・1日当り・

，一子越祭月る⑤④の①ていタ　　ア　 「2，542円」になったほか、業種
1三鰻喫暴釜三完男突趨義ゑ告談モ　別の最低賃金もそれぞれ引上げ

r　員共除のて1。い申のまご犠　　　　になりました。
L　a職く朝のフろ込相す相　 ｛　　　　　　　　、’○業一9相のなみ談。談内至　　レ54年12月14日かり
三　二安　時談育調③’　に職　　　　 ①卸・小売業……2，720円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②食料品製造業…・2，792円

献血は採血車で　藩欝鷺晶嶺1難
　　センターでできません　　。肇　品製造業一・…2，933円

献血は、6月1日一58年3月31日までの間、　覆〉55年2月15日から
中央病院（高田）の改築工事のため血液センター　　　　険　　　⑤機械・金属製品等製造業

ではできません．　　　　　　　琶　自動車整備業一3，・37円
「ゆうあい号」でお願いします。こんど来るの　　　　毫　　レ55年3月14日から

は、7月2日（松里）と8月6日（浦田）です。　　　　痔　　　⑥繊維産業・……・2・630円

　　　　　　　　　　　　　　　　参

　
内
職
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

に
つ
い

次
の
要
領
で
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

▼
相
談
内
容
！
①
内
職
の
相
談
、

あ
っ
せ
ん
②
内
職
の
求
人
申
込
み
③

必
要
な
技
術
指
導
④
い
ろ
い
ろ
な
調

査
、
情
報
の
提
供
⑤
グ
ル
ー
プ
の
育

成
⑥
内
職
に
関
す
る
す
べ
て
の
相
談

▼
い
つ
1
毎
週
月
・
金
の
朝
9
時

か
ら
4
時
ま
で
（
祭
日
を
除
く
）

▼
ど
こ
で
ー
上
越
南
公
共
職
業
安

定
所
内
　
樋
口
芳
子
相
談
員
a
O
二

五
五
－
二
三
－
六
一
二
一

▼
そ
の
他
1
お
訪
れ
る
方
は
、
住

所
を
証
明
で
き
る
も
の
（
車
の
免
許

　
職
員
の
う
ご
き

退
　
職
　
　
3
月
3
1
日
付

保
坂
　
近
良
（
議
会
事
務
局
長
）

相
沢
　
テ
リ
（
三
省
小
・
用
務
員
）

江
口
真
知
子
（
准
看
護
婦
）

出
　
向
　
　
4
月
－
日
付

小
酒
井
桂
（
町
森
林
組
合
）

異
　
動
　
　
4
月
－
日
付

佐高村柳津佐高竹
藤橋山　端藤沢内
小
野
塚
一
栄

田
辺
津
端
田
辺
小
口
久
保
田
雅
夫

小
口
高
波
小
野
塚
勝
男

新
採
用

保
坂
美
智
男

大
見
樋
口
相
沢
佐
藤

義
一
（
議
会
事
務
局
長
）

　
隆
（
税
務
係
長
）

民
雄
（
保
健
衛
生
係
長
）

和
栄
（
農
委
係
長
）

能
弘
（
観
光
建
設
係
長
）

　
正
（
教
委
・
庶
務
係
長
）

忠
則
（
税
務
係
）

敬
一
（
総
・
庶
務
係
）

　
　
（
〃
・
財
政
係
）

啓
子
（
住
・
福
祉
係
）

徳
子
（
〃
・
住
民
係
）

道
博
（
建
・
観
光
建
設
係
）

一
成
（
産
・
農
政
係
）

　
　
（
〃
・
　
〃
　
）

成
一
（
収
入
役
室
）

し
ず
（
教
委
・
庶
務
係
）

　
　
（
松
之
山
診
療
所
）

　
4
月
1
日
付
（
写
真
上
か
ら
）

　
　
（
総
・
税
務
係
）

慶
介
（
住
・
保
健
衛
生
係
）

幸
宏
（
建
・
土
木
係
）

秀
雄
（
三
省
小
・
用
務
員
）

良
子
（
浦
田
保
・
保
母
）
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立
場
が
違
え
ば

　
　
　
　
最
低
生
活
費
も
ち
が
う

1
今
の
生
活
保
護
制
度
か
ら
ー

　
生
活
保
護
の
制
度
は
、
生
活
に
困

っ
て
い
る
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
、

国
が
、
そ
の
困
っ
て
い
る
程
度
に
よ

り
必
要
な
援
助
を
行
い
、
そ
の
人
の

最
低
生
活
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、

自
立
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
最
低
生
活
費
は
、
国
が
毎
年
、
そ

の
年
の
保
護
基
準
を
定
め
て
い

ま
す
。
こ
の
保
護
費
は
、
国
民

の
税
金
な
ど
で
全
額
賄
わ
れ
て

い
る
た
め
、
次
の
も
の
を
最
大

限
活
用
し
て
も
、
な
お
最
低
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
、
そ
の
不
足
分
を
援
助
す

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
①
資
産
（
自
己
財
産

年
金
、
恩
給
な
ど
）

②
能
力
（
稼
動
労
力

な
ど
）
③
そ
の
他
（
親

子
・
兄
弟
な
ど
、

経
済
・
労
力
援
助
）

　
生
活
の
営
み
は
、

家
族
の
状
況
・
男
女

民生委員の顔ぶれ（敬称略）

　
　
　
r

肉
親
か
ら
の

氏　　名 部落名 屋号 TEL 担　　当　　区　　域　，

村山政太郎 松之山 田の上 2123 松之山、兎口、光間

山岸留作 新　　山 大下 2125 新山、大荒戸

和久井広吉 水　梨 技茂の下 3514 水梨、小谷

滝沢ノフ 上川手 きぬや 2210 下川手、上川手

渡辺市郎 湯　　山 長松 2634 湯山

本山宗一郎 湯　本 豆腐屋 2750 湯本

佐藤重竜 天水越 上落合 2379 天水越

高橋友而 天水島 古屋敷 2707 天水島

佐藤良道 藤　倉 正法寺 3882 藤倉、更川

樋ロ義治 中　尾 五院 3869 中尾

小野塚賢子 上鰐池 七院 3981 上蝦池、下蝦池

涌井タマキ 五十子車 下村 376ア 五十子平、潭野、赤倉、舜

山口喜作 湯之島 上林 2875 新田、上之山、湯之島

石塚清丸 田麦立 越道 3175 中立山、田麦立、中原

佐藤栄治郎 月　池 東や 3058 月池、坂中、1日崩田

保坂ヒサ 北浦田 干場 3253 北浦田、西之前、旧樋田

布施源一郎 黒　倉 大井 3375 藤原、曽根、黒倉

東山

そ
の
人
の

・
年
齢
・

障
害
の
程
度
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

み
ん
な
立
場
が
違
っ
て
お
り
、

一
口
に
こ
の
紙
面
で
は
説
明
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
生
活
費
な
ど

で
お
困
り
の
方
は
、
お
近
く
の
民

生
委
員
さ
ん
（
別
記
）
か
、
町
住
民

課
・
福
祉
係
に
（
電
話
三
二
一
二
）

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

，
灘

1
「
国
保
・
簡
保
」
の
力
を
借
り
て
ー

　
「
国
民
年
金
」
や
「
簡
易
保
険
」

の
力
を
借
り
て
、
五
十
四
年
度

も
三
つ
の
施
設
が
、
新
し
く
誕

生
し
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
の
力
で
…
…

▼
浦
田
常
設
保
育
所
－
融
資

を
受
け
た
額
：
：
：
二
千
六
百

六
＋
万
円

▼
川
手
地
区
簡
易
水
道
－
融

資
を
受
け
た
額
：
：
：
三
千
三

百
万
円

　
簡
易
保
険
の
力
で
…
…

▼
町
体
育
館
－
融
資
を
受
け

た
額
：
：
九
千
八
百
八
十
万
円

　
こ
の
よ
う
に
、
加
入
者
の
共

同
財
産
と
も
い
う
べ
き
国
民
年

金
や
簡
易
保
険
の
「
積
立
金
」

は
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を

作
る
た
め
の
、
　
「
大
き
な
力
」

と
な
っ
て
、
私
た
ち
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　
写
真
（
上
）
は
、
国
民
年
金
の

融
資
を
受
け
て
建
設
し
た
、
浦

田
保
育
所
の
全
景
で
す
。

悩
…
－
手
相
談

　
　
福
祉
電
話
が

　
　
　
　
　
開
設
し
ま
し
た

　
四
月
一
日
か
ら
安
塚
の
福
祉
事
務

所
に
、
　
「
福
祉
電
話
」
が
入
り
ま
し

た
。
　
福
祉
①
お
と
し
よ
り
②
子
供
③
生

活
な
ど
、
こ
の
関
係
で
お
悩
み
の
方

は
、
町
心
配
ご
と
相
談
所
（
役
場
内
）

か
、
同
相
談
員
（
民
生
委
員
）
の
ほ
か

こ
の
電
話
で
ご
相
談
下
さ
い
。

▼
電
話
番
号
ー
福
祉
電
話
（
〇
二

五
五
九
ー
二
－
三
三
一
一
）

“
そ
の
後
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
”

　
　
身
障
者
の
方
に

　
　
　
日
常
生
活
用
具
を

　
　
　
　
お
あ
げ
し
ま
す
。

　
自
宅
で
毎
日
不
自
由
な
生
活
を
送

っ
て
い
る
方
に
、
生
活
用
具
を
給
付

（
一
部
貸
出
し
）
い
た
し
ま
す
。

▼
給
付
・
貸
出
す
用
具
ー
浴
そ
う

湯
沸
器
・
便
器
・
盲
人
用
テ
ー
プ
レ

コ
ー
ダ
ー
と
時
計
・
特
殊
便
器
、
特

殊
寝
台

▼
対
象
に
な
る
人
－
二
級
以
上
の

身
障
者
手
帳
を
、
お
持
ち
の
方
。

　
障
害
の
種
類
に
よ
っ
て
、
用
具
が

決
り
ま
す
。

▼
料
金
は
1
負
担
で
き
る
方
か
ら

は
、
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す

▼
詳
し
く
は
ー
役
場
・
福
祉
係
へ
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も雷農
地
は
農
地
で
あ
っ
て

　
　
そ
の
使
用
以
外
は

　
　
　
　
　
　
　
　
届
出
を

　
田
畑
な
ど
の
農
用
地
を
、
そ
れ
以

外
（
宅
地
、
植
林
な
ど
）
の
目
的
に

使
う
場
合
、
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
な
ぜ
？
　
1
農
地
を
保
護
す
る
た

め
に
…
：

▼
届
出
の
時
期
－
着
手
予
定
の
約

一
年
前

▼
無
届
け
ー
地
目
変
更
登
記
が
で

き
な
い
ほ
か
、
住
宅
を
新
築
の
際
に

農
協
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
届
出
先
－
町
産
業
課
・
農
政
係

V腱i康りょこう“に

旅立つあなたへ
接種……相談検診・

ツ反とBCG…………5月末～6月初旬
出稼ぎ者検診…6月16日、17日、19日、20日

循環器検診・…・…………・6月24～26日

献血…7月2日（松里）8月6日（浦田）

胃ガン検診・…・……・7月24～26日、28日

乳児・一歳半・三歳児検診…・…・7月下旬

日本脳炎予防接種…・…………7月下旬

寄生虫検査（一般の方を対象）……7月31日

母子健康相談一・……一………毎月中旬

〉詳しくは……日程・場所などが決れば、チラシで

　おしらせいたします。

篇粥欝議輪内職擁ぢえぎえ磁正
監論僅1幣総騨躍ナ　新潟県の・最低賃金・が、昨
，親上∫響灘轟！獣3相ζ年の1・月13日から・1日当り・

，一子越祭月る⑤④の①ていタ　　ア　 「2，542円」になったほか、業種
1三鰻喫暴釜三完男突趨義ゑ告談モ　別の最低賃金もそれぞれ引上げ

r　員共除のて1。い申のまご犠　　　　になりました。
L　a職く朝のフろ込相す相　 ｛　　　　　　　　、’○業一9相のなみ談。談内至　　レ54年12月14日かり
三　二安　時談育調③’　に職　　　　 ①卸・小売業……2，720円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②食料品製造業…・2，792円

献血は採血車で　藩欝鷺晶嶺1難
　　センターでできません　　。肇　品製造業一・…2，933円

献血は、6月1日一58年3月31日までの間、　覆〉55年2月15日から
中央病院（高田）の改築工事のため血液センター　　　　険　　　⑤機械・金属製品等製造業

ではできません．　　　　　　　琶　自動車整備業一3，・37円
「ゆうあい号」でお願いします。こんど来るの　　　　毫　　レ55年3月14日から

は、7月2日（松里）と8月6日（浦田）です。　　　　痔　　　⑥繊維産業・……・2・630円

　　　　　　　　　　　　　　　　参

　
内
職
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

に
つ
い

次
の
要
領
で
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

▼
相
談
内
容
！
①
内
職
の
相
談
、

あ
っ
せ
ん
②
内
職
の
求
人
申
込
み
③

必
要
な
技
術
指
導
④
い
ろ
い
ろ
な
調

査
、
情
報
の
提
供
⑤
グ
ル
ー
プ
の
育

成
⑥
内
職
に
関
す
る
す
べ
て
の
相
談

▼
い
つ
1
毎
週
月
・
金
の
朝
9
時

か
ら
4
時
ま
で
（
祭
日
を
除
く
）

▼
ど
こ
で
ー
上
越
南
公
共
職
業
安

定
所
内
　
樋
口
芳
子
相
談
員
a
O
二

五
五
－
二
三
－
六
一
二
一

▼
そ
の
他
1
お
訪
れ
る
方
は
、
住

所
を
証
明
で
き
る
も
の
（
車
の
免
許

　
職
員
の
う
ご
き

退
　
職
　
　
3
月
3
1
日
付

保
坂
　
近
良
（
議
会
事
務
局
長
）

相
沢
　
テ
リ
（
三
省
小
・
用
務
員
）

江
口
真
知
子
（
准
看
護
婦
）

出
　
向
　
　
4
月
－
日
付

小
酒
井
桂
（
町
森
林
組
合
）

異
　
動
　
　
4
月
－
日
付

佐高村柳津佐高竹
藤橋山　端藤沢内
小
野
塚
一
栄

田
辺
津
端
田
辺
小
口
久
保
田
雅
夫

小
口
高
波
小
野
塚
勝
男

新
採
用

保
坂
美
智
男

大
見
樋
口
相
沢
佐
藤

義
一
（
議
会
事
務
局
長
）

　
隆
（
税
務
係
長
）

民
雄
（
保
健
衛
生
係
長
）

和
栄
（
農
委
係
長
）

能
弘
（
観
光
建
設
係
長
）

　
正
（
教
委
・
庶
務
係
長
）

忠
則
（
税
務
係
）

敬
一
（
総
・
庶
務
係
）

　
　
（
〃
・
財
政
係
）

啓
子
（
住
・
福
祉
係
）

徳
子
（
〃
・
住
民
係
）

道
博
（
建
・
観
光
建
設
係
）

一
成
（
産
・
農
政
係
）

　
　
（
〃
・
　
〃
　
）

成
一
（
収
入
役
室
）

し
ず
（
教
委
・
庶
務
係
）

　
　
（
松
之
山
診
療
所
）

　
4
月
1
日
付
（
写
真
上
か
ら
）

　
　
（
総
・
税
務
係
）

慶
介
（
住
・
保
健
衛
生
係
）

幸
宏
（
建
・
土
木
係
）

秀
雄
（
三
省
小
・
用
務
員
）

良
子
（
浦
田
保
・
保
母
）
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立
場
が
違
え
ば

　
　
　
　
最
低
生
活
費
も
ち
が
う

1
今
の
生
活
保
護
制
度
か
ら
ー

　
生
活
保
護
の
制
度
は
、
生
活
に
困

っ
て
い
る
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
、

国
が
、
そ
の
困
っ
て
い
る
程
度
に
よ

り
必
要
な
援
助
を
行
い
、
そ
の
人
の

最
低
生
活
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、

自
立
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
最
低
生
活
費
は
、
国
が
毎
年
、
そ

の
年
の
保
護
基
準
を
定
め
て
い

ま
す
。
こ
の
保
護
費
は
、
国
民

の
税
金
な
ど
で
全
額
賄
わ
れ
て

い
る
た
め
、
次
の
も
の
を
最
大

限
活
用
し
て
も
、
な
お
最
低
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
、
そ
の
不
足
分
を
援
助
す

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
①
資
産
（
自
己
財
産

年
金
、
恩
給
な
ど
）

②
能
力
（
稼
動
労
力

な
ど
）
③
そ
の
他
（
親

子
・
兄
弟
な
ど
、

経
済
・
労
力
援
助
）

　
生
活
の
営
み
は
、

家
族
の
状
況
・
男
女

民生委員の顔ぶれ（敬称略）

　
　
　
r

肉
親
か
ら
の

氏　　名 部落名 屋号 TEL 担　　当　　区　　域　，

村山政太郎 松之山 田の上 2123 松之山、兎口、光間

山岸留作 新　　山 大下 2125 新山、大荒戸

和久井広吉 水　梨 技茂の下 3514 水梨、小谷

滝沢ノフ 上川手 きぬや 2210 下川手、上川手

渡辺市郎 湯　　山 長松 2634 湯山

本山宗一郎 湯　本 豆腐屋 2750 湯本

佐藤重竜 天水越 上落合 2379 天水越

高橋友而 天水島 古屋敷 2707 天水島

佐藤良道 藤　倉 正法寺 3882 藤倉、更川

樋ロ義治 中　尾 五院 3869 中尾

小野塚賢子 上鰐池 七院 3981 上蝦池、下蝦池

涌井タマキ 五十子車 下村 376ア 五十子平、潭野、赤倉、舜

山口喜作 湯之島 上林 2875 新田、上之山、湯之島

石塚清丸 田麦立 越道 3175 中立山、田麦立、中原

佐藤栄治郎 月　池 東や 3058 月池、坂中、1日崩田

保坂ヒサ 北浦田 干場 3253 北浦田、西之前、旧樋田

布施源一郎 黒　倉 大井 3375 藤原、曽根、黒倉

東山

そ
の
人
の

・
年
齢
・

障
害
の
程
度
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

み
ん
な
立
場
が
違
っ
て
お
り
、

一
口
に
こ
の
紙
面
で
は
説
明
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
生
活
費
な
ど

で
お
困
り
の
方
は
、
お
近
く
の
民

生
委
員
さ
ん
（
別
記
）
か
、
町
住
民

課
・
福
祉
係
に
（
電
話
三
二
一
二
）

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

，
灘

1
「
国
保
・
簡
保
」
の
力
を
借
り
て
ー

　
「
国
民
年
金
」
や
「
簡
易
保
険
」

の
力
を
借
り
て
、
五
十
四
年
度

も
三
つ
の
施
設
が
、
新
し
く
誕

生
し
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
の
力
で
…
…

▼
浦
田
常
設
保
育
所
－
融
資

を
受
け
た
額
：
：
：
二
千
六
百

六
＋
万
円

▼
川
手
地
区
簡
易
水
道
－
融

資
を
受
け
た
額
：
：
：
三
千
三

百
万
円

　
簡
易
保
険
の
力
で
…
…

▼
町
体
育
館
－
融
資
を
受
け

た
額
：
：
九
千
八
百
八
十
万
円

　
こ
の
よ
う
に
、
加
入
者
の
共

同
財
産
と
も
い
う
べ
き
国
民
年

金
や
簡
易
保
険
の
「
積
立
金
」

は
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を

作
る
た
め
の
、
　
「
大
き
な
力
」

と
な
っ
て
、
私
た
ち
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　
写
真
（
上
）
は
、
国
民
年
金
の

融
資
を
受
け
て
建
設
し
た
、
浦

田
保
育
所
の
全
景
で
す
。

悩
…
－
手
相
談

　
　
福
祉
電
話
が

　
　
　
　
　
開
設
し
ま
し
た

　
四
月
一
日
か
ら
安
塚
の
福
祉
事
務

所
に
、
　
「
福
祉
電
話
」
が
入
り
ま
し

た
。
　
福
祉
①
お
と
し
よ
り
②
子
供
③
生

活
な
ど
、
こ
の
関
係
で
お
悩
み
の
方

は
、
町
心
配
ご
と
相
談
所
（
役
場
内
）

か
、
同
相
談
員
（
民
生
委
員
）
の
ほ
か

こ
の
電
話
で
ご
相
談
下
さ
い
。

▼
電
話
番
号
ー
福
祉
電
話
（
〇
二

五
五
九
ー
二
－
三
三
一
一
）

“
そ
の
後
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
”

　
　
身
障
者
の
方
に

　
　
　
日
常
生
活
用
具
を

　
　
　
　
お
あ
げ
し
ま
す
。

　
自
宅
で
毎
日
不
自
由
な
生
活
を
送

っ
て
い
る
方
に
、
生
活
用
具
を
給
付

（
一
部
貸
出
し
）
い
た
し
ま
す
。

▼
給
付
・
貸
出
す
用
具
ー
浴
そ
う

湯
沸
器
・
便
器
・
盲
人
用
テ
ー
プ
レ

コ
ー
ダ
ー
と
時
計
・
特
殊
便
器
、
特

殊
寝
台

▼
対
象
に
な
る
人
－
二
級
以
上
の

身
障
者
手
帳
を
、
お
持
ち
の
方
。

　
障
害
の
種
類
に
よ
っ
て
、
用
具
が

決
り
ま
す
。

▼
料
金
は
1
負
担
で
き
る
方
か
ら

は
、
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す

▼
詳
し
く
は
ー
役
場
・
福
祉
係
へ
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’

肱．ぐ左
折

ウ
幽
セ“
』
哩

右
折

　
｝
Ψ
　
　
覧
6

停
止

　　自転車を運転するときの合図のしかた

　子供の自転車は

　　　　　　　　体に合ったものを

　　自転車が子供さんの体に合っているか、ど

　　うかのポイントは①サドルにまたがったとき

　両足が地面につく②ハンドルを握ったとき、

　上半身がやや前に傾くことです。

　　お子さんの成長を考えて、大きめのものを

　買ってあげることは、「カチ方チ山のタヌキ」

　　と同じかも知れませんね。う

灘難騰難鑛、．P’，　　　　謬『熾i・、，髪…

　交通事故の賠償問題などで、

お困りの方は、この機会に・・…

1〉いつ……5月20日、6月17日

7月15日、8月19日、9月16日

10月21日、11月18日

レじかん……午前10時～午後3

時まで

》どこで……松代総合センター

交通事故

翻
雛
縫
顯雛
鑛サ
醗
灘
騰
習
難鑛難鱗難難難麟灘騰

田滝小村佐
辺沢林山藤
懲）1（
小
野
塚
真
紀

滝
沢
　
沙
織

室
橋
　
理
恵

相
沢
亜
紀
子

志
賀
　
理
恵

樋
口
ひ
と
み

重
野
　
政
喜

小
野
塚
英
之

小
山
　
鮎
美

小
野
塚
和
志

竹貝竹本高
内沼内山橋

村佐村福高高福柳
山藤山原沢橋原

　
愛
（
天
水
越
・
博
三
女
）

勝
則
（
湯
　
本
・
茂
長
男
）

正
弘
（
松
之
山
・
義
雄
長
男
）

香
織
（
湯
　
山
・
正
彦
長
女
）

雄
介
（
松
之
山
・
修
一
長
男
）

　
　
（
東
　
川
柴
太
郎
の
長
女
）

　
　
（
天
水
越
・
義
久
長
女
）

　
　
（
五
＋
子
平
孝
良
長
女
）

　
　
（
水
　
梨
・
進
長
女
）

　
　
（
松
　
口
・
勝
栄
二
女
）

　
　
（
兎
　
口
・
洋
一
長
女
）

　
　
（
松
之
山
・
喜
三
男
長
男
）

　
　
（
天
水
島
・
英
男
長
男
）

　
　
（
新
　
山
・
清
長
女
）

　
　
（
上
蝦
池
・
益
夫
二
男
）

妙
子
（
湯
　
本
・
明
夫
長
女
）

広
海
（
豊
　
田
二
夫
二
男
）

圭
介
（
湯
之
島
・
吉
一
二
男
）

春
香
（
湯
之
島
・
正
二
長
女
）

久
美
（
坂
　
中
・
信
之
二
女
）

お
　
　
く

、
、
、
ヨ
伽

安
定
㈱

カ
ル
㈲

マ
ツ
㈲

ツ
ル
㈹

政
栄
個

リ
ウ
働

　
清
姻

こ
ん
に
ち
ま

　
　
　
　
　
　
‘

”“””II“1”Ill“広報まつのやま

運転免許証の
更新は

［禦欝羅■
》いつ……5月16日、6月20日

7月18日、8月15日、9月19日

レじかん……手続きは、午前9

時から受付。講習会は、午後1

時から開始。

レどこで……松代総合センター

〉もちもの……①運転免許証②

収入証紙（銀行で購入）③写真

1枚④安全協会費900円（原付と

小特は600円）⑤用紙代300円程

度。

鰯毫．．F．繋『

　今春3月の異動で新潟中央警

察署から松之山駐在所に参りま

した、ピカヒ。カの駐在一年生「岩

淵」です。

　みなさんとともに、松之山町

で交通事故や犯罪が起らないよ

うに頑ばりますので、よろしく

お願いいたします。

佐
藤
藤
五
郎
㈹
（
天
水
越

樋
口
彦
太
郎
鰍
（
中
尾
・

村
山
　
　
清
㈱
（
赤
倉
・

　
　
　
　
み

（
中
尾
・
向
井
）

（
三
桶
・
福
徳
屋
）

（
天
水
島
・
金
塚
）

（
大
荒
戸
・
倉
）

（
中
尾
・
五
郎
院
）

（
橋
詰
・
宮
の
上
）

（
天
水
越
．
広
見
屋
）

（
松
之
山
・
九
善
）

　
　
　
・
藤
べ
え
）

　
　
　
清
五
郎
）

　
　
　
新
屋
）

佐
藤
　
キ
ト
㈲

山
岸
喜
巳
蔵
㈱

久
保
田
キ
イ
㈱

高
橋
　
ソ
メ
㈲

小
林
音
五
郎
㈹

須
藤
　
ツ
ヤ
㈹

佐
藤
　
、
・
・
ユ
㈹

久
保
田
コ
メ
⑳

小
野
塚
年
介
㈱

高
橋
キ
ク
ノ
㈹

小
野
塚
聖
郎
㈹

高
橋
　
清
香
ω

滝
沢
　
正
男
㈱

高
橋
　
小
梅
働

小
野
塚
政
治
㈹

和
久
井
忠
平
㈲

佐
藤
　
ウ
ト
㈹

草
村
　
　
勇
謝

布
施
　
フ
ク
圃

久
保
田
、
、
・
ナ
⑯

佐
藤
　
一
雄
㈹

本
山
久
太
郎
⑬

保
坂
　
ツ
ギ
圃

〃
増
太
郎
⑬

（
天
水
越
・
番
丁
）

（
新
山
・
大
入
り
）

（
松
口
・
い
も
じ
）

（
天
水
島
・
後
峰
）

（
湯
山
・
富
田
屋
）

（
上
蝦
池
・
久
保
田
）

（
天
水
越
・
山
田
屋
）

（
天
水
島
・
田
ぼ
）

（
東
川
・
後
）

（
松
口
・
あ
め
や
）

（
東
川
・
下
新
田
）

（
東
川
・
三
新
）

（
橋
詰
・
後
）

（
中
尾
・
彦
院
）

（
藤
倉
・
太
郎
ぜ
ん
）

（
水
梨
・
大
技
茂
）

（
天
水
越
・
布
付
場
）

（
黒
倉
・
干
場
峰
）

（
〃
　
・
治
郎
院
）

（
曽
根
・
は
か
）

（
中
立
山
・
提
頭
）

（
藤
原
・
久
善
）

（
豊
田
・
鉄
京
）

（
〃
　
・
〃
）

南
雲
　
カ
ツ
㈹
（
西
之
前
・
権
善
）

布
施
　
健
治
⑯
（
黒
倉
・
大
井
）

　　　　　　　　　　　燃　　　　　　　　　鱗　　　　　　　灘　　　　　纏　　　　灘　　鑛難灘雛

新

さ
　
　
ん

難）

…

　
島
田
　
　
　
（
天
水
越
・
ホ
テ
ル
）

罫
茨
城
県
）

塞）薬）

離
橿
）

蕪）

卦

　
、
麟
　
　
逡

郷
、
叢
羅
翻
縷
懸
懸
の
歓

叢
獺
膿
叢
鱒
欝
馨
膨
《
旗

　　　　　　9　　　薦

醐
　　　　露　　圏
雛麟

嶽

擁難i鱗講鱗鍵、，1難、鶴蘇癖鑛魏、鑛鐵翻…鑛鱗

、
繊
繊
響
輪
蟹
鎌
麟
謬
繋
難
薦

i翻灘

◆
織
溌
錨
建
控
圏
・
建
民
憲
識
調
査
よ
り
◆

　
，
灘
繋
．
糞
灘
搬
繊
鎌
圏
磯
灘
糖
簸

、
鑑
織
鐵
楼
灘
鍵
懸
難
鵡
鱒
叢
磯
嶽
繕

・
慧
識
調
盤
蓼
騰
瞭
譲
蓬
鍵
．

　
轟
鱒
欝
灘
隷
．
畿
繕
難
絨
鐵
繋
籔

鮒
辮
糠
緯
懸
難
鞭
灘
縫
懸
囲
灘
蒋
鐘
雛

灘
磁
叢
懇
懸
難
鰭
、
熟
懸
欝
灘
鶏
繕

鐡
鰯
導
壕
傭
鞭
縫
鱗
姦
難
雛
馨
覆
建

難
簸
讐
鎌
懸
．
、
驚
轟
縫
難
惣
義
麹
慧

『
鐵
灘
藻
灘
磁
疑
聴
き
．
謙
籔
叢
繊
懇

饗
灘
灘
鷺
鎭
蒸
懸
議
鞭
胴
建
灘
灘
懲
域

鱗
購
識
燦
麟
騰
難
糊
鍛
溝
驚
騰
鐵
灘

灘
難
霧
獲
織
懸
嶽
識
⑳
難
磁
懇
繍
麟

難
鞭
畷
難
灘
識
難
叢
囎
灘
蹴
灘
韓
纏

　
監
懸
鞍
鐵
黙
・
灘
鶴
・
懸
嚢
難
譲
灘

藥
穂
挺
繕
象
る
評
緬
⑦
魏
戴
の
将
釆

繰
⑧
圏
載
八
の
露
燕
縦
興
策
へ
の
慧

飛
の
義
願
蟹
つ
い
て
調
嚢
馨
懸
っ
む

も
の
馨
鱗
．

　
松
嶽
歯
瞬
懇
獄
、
麓
繋
翌
艦
の
方

織
鑑
の
調
灘
葱
灘
顯
雛
鷲
議
磁
盤
。

署
搬
薄
濾
驚
灘
懸
灘
鐙
灘
鞭
鄭
3
脇

灘
懇
欝
総
濃
静
総
結
繋
灘
、
謹
の
ぽ

“
叢
籔
漢
曇
蜂
ま
麟
礎
臼

　
緩
縣
蓋
趨
難
機
鷹
灘
鞭
懇
．
絵
譲

蝋
購
磯
欝
々
催
灘
馨
灘
識
、
鰐
懇
望

・
灘
麟
轍
葛
醗
鞭
、
馨
分
稀
し
、
ぞ
の

織
黙
難
藏
灘
彰
ま
嚢
・

　
響

潜
67．5

螺

代
　
％

40

　
譲

　
　
　
2
◎

〆6②代

18．』1％

　　’ξ

〆嚢

32．5
％！

50代

41．6％

▲対雛の灘類


